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消防だより

消防車や救急車などの緊急車両は、一刻も早く火災
などの災害現場に到着し、被害を最小限にするための
消防活動を行ったり、けがや病気の人を速やかに医療
機関へ搬送したりしなければなりません。

そのため、道路の右側部分に車体の全部または一部
をはみ出して通行することや、赤信号の交差点に進入
できることなどの特例が、法律で認められています。
　しかし、緊急自動車が安全に通行するためには皆さ
んの協力も必要です。緊急自動車が接近してきた場合
は、次のように対応してください。

▶︎交差点またはその付近
交差点内を避け、道路の左側に寄って、一時停止し
てください。

▶︎一般の道路
道路の左側に寄って、進路を譲ってください。

▶︎狭い道路
緊急自動車の通行に支障が
ないようにしてください。

▶︎高速道路
緊急自動車が高速道路など
で本線車線に進入しようと
している場合は、妨げない
ようにしてください。

▶︎自転車走行中または歩行中
　自転車の走行や歩行を止め、進路を譲ってください。

緊急車両は走行中サイレンを鳴らすことが法律で義
務付けられているため、夜間でもサイレンを止めるこ
とができません。

サイレン音についてもご理解を願うとともに、円滑
な緊急走行のためにも皆さんのご協力をお願いします。

消防車・救急車 の緊急走行にご理解とご協力を

　消火栓や防火水槽が雪に埋もれ
た状態で火災が発生すると、消火す
る水の確保に時間がかかり、被害を
最小限に食い止めることが難しく
なります。

消防署でも、消火栓などが雪で隠
れないように除雪作業を行ってい

ますが、市内に多数設置している全
てを除雪することはできません。
　お住まいの地域で除雪を行うと
きは、除雪した雪で消火栓などを埋
めないように注意してください。雪
に埋もれた消火栓などがありまし
たら、除雪にご協力をお願いします。

備えよう住宅用火災警報器
10 年経ったら取り替えましょう！

救急車は限りある資源です
適正な利用にご理解・ご協力をお願いします！

除雪のお願い

　もの忘れの可能性に気づくための機械（タッチパネル）で、脳の健康チェックをしてみませんか。
日時・場所
　① 2 月 21 日㈭　中老人福祉センター（開出今町）

　② 3 月 11 日㈪　北老人福祉センター（馬場 1 丁目）

　いずれも 10：00～ 11：00、11：00～ 12：00（1人 5分程度）

対象　40 歳以上の人
定員　各回 10 人（予約制）　　　費用　無料
申込・問い合わせ先
　彦根市認知症 HOT サポートセンター☎ 30-9601、FAX26-2500

（平日 9：00 ～ 17：00）

　※電話か FAX で①氏名②年齢③連絡先④希望する時間帯を伝えて申し込んでください。

脳の健康チェック
タッチパネルで簡単に！
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観光振興と交流促進

　湖東圏域の魅力を活
い

かすため、圏域を縦断する近江
鉄道や中山道などの街道などを基軸としたエコな観
光に着目し、びわこ湖東路観光協議会などを核にし
て、滞在を目的とした「着地型の観光振興」による交
流人口（地域に訪れる人の数）の増加や滞在型観光を目指
します。

■ びわこ湖東路観光協議会
　圏域の観光資源である彦根城、多賀大社、湖東三山
などを掲載した季刊の観光情報誌の発行や、圏域内を
自転車で周遊するためのモデルコースを掲載したサ
イクリングマップの発行など、圏域の魅力を PR する
事業に取り組んでいます。

　県外に住む中学生に、修学旅行で田植えや野菜の収
穫などの農作業や郷土料理づくりなどを体験しても
らい、圏域の豊かな自然や文化に触れ、地元の人々と
交流する民泊（体験型観光）の受け入れにも力を入れ、
教育旅行の誘致を進めています。

■ 湖東圏域エコ交通推進事業
　圏域内の近江鉄道の各駅や観
光施設などで自転車の乗り捨て
ができるレンタサイクル「めぐ
りんこ」を設置し、来訪者の利
便性向上と、自転車でさまざま
な観光スポットを巡ってもらう
ことによる滞在時間の延伸を図
る取り組みを行っています。
　駅を起点としたレンタサイク
ル拠点を整備することにより、
公共交通機関や自転車を活用し
た、スローでエコな観光を提案
しています。

問い合わせ先
　 観光企画課☎ 30-6120、

FAX24-9676

「ふるさと交流体験（民泊）」　とは？
　県外の子ども達との交流を通じ、伝統や食文化など
を発信することを目的に、教育旅行（修学旅行など）を
一般家庭で受け入れる取り組みです。
受入家庭を募集しています
　受入家庭で特別なことをする必要はありません。
「ありのままの彦根の暮らし」を子ども達と共有して
ください。参加した子ども達は、彦根の豊かな自然や
城下町の風情の中で、田んぼや畑での農作業や郷土料
理づくりなど、都市では味わうことのできない彦根な
らではの思い出をたくさん作っています。
　受入家庭の皆さんからは「子ども達との触れ合いで

元気がでた」と聞
いています。
　皆さんも、子ど
も達と楽しい時間
を過ごしてみませ
んか。詳しくはお
問い合わせくださ
い。

受入日程　5 月 29 日㈬～同 30 日㈭の 1 泊 2 日　
　横須賀市立大津中学校（神奈川県）3 年生の皆さん
受入条件　受入人数は 1 家庭あたり 4 人（6 畳のお部

屋が1つあれば大丈夫です）

体験内容（例）　郷土遊び体
験（カロムなど）、琵琶湖
の清掃、荒神山や城下町
の散策、農作業、郷土料
理・お菓子づくり　など

行程（例）
【1 日目】入村式→各家庭

での交流・体験→夕食→
就寝

【2 日目】起床→朝食→各
家庭での交流・体験→昼食→退村式

※子ども達には、受入家庭と一緒に食事づくりも体験
してもらいます。

※受入家庭には、受入人数に応じて体験指導料をお支
払いします。

問い合わせ先　 観光企画課☎ 30-6120
　　　　　　　 農林水産課☎ 30-6118

ふるさと交流体験 ( 民泊 ) の受入家庭を募集しています

湖東定住自立圏（彦根市と愛荘町、豊郷町、甲 良 町、多賀町との広域連携）の具体的な取り組み


